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感謝の気持ちを行動に結び付けましょう

歴史と伝統ある本庄高校卒業生の皆様こん
にちは。同窓会長の狩野で抗
会長職 3期 目になりまえ 母校と同窓会の発
展のため、活性化に努力しておりま丸
なかなか難しく、満足できる改革は出来てお

りませんが、一昨年より昨年、昨年より今年
と、少しずつ完成の域に入ってきております。
就任から3年 くらいはかかるとは思いました

が、本当に難しいもので丸

私の会長就任時に次の目標を掲げました。
1 同 窓会組織の整備・強化
2 育 英資金の立ち上げ
3 全 会員に会報の発送

組織強化は、支部長会の整備とともに少し

ずつ強化されてきていると実感いたしまえ な
お、今後もゴルフ会などを通じ、積極的に先

輩・後輩の交流を進めていきま丸 行動する同

窓生を増やしていきま抗

育英会の立ち上げも今年度中には動き出す
ことが決定いたしました。少しの金額ではあり
ますが、生徒が将来に羽ばたくためのきっかけ
の一部になればうれしく思いま丸
全会員に対する会報の発信はすでに3回 目
になりま抗 全国の会員の手許に少しでも情報
が届く努力をしているところで丸 このほかにも
ホームページやFacebookな どを積極的に活
用し情報を提供いたしております。まだ、F ace

bookや ツイッターのIDをお持ちでない方はID

を登録し、入会することをお勧めいたしま抗

役員は頑張っておりま

すが、皆さん方の母校愛
による会への関心と物心

のご協力がなければ、簡

単に活性化、発展は図れ

ないものです。運営をす

るにはそれなりの資金が

必要です。ぜひ、終身会

費だけはお収め戴きます

ようお願いいたします。

同窓会長

狩野 輝 昭
(高18回卒)

「本庄高校卒業生のプライドを持ちましょう」

本庄高校は名門高校で丸 歴史と伝統ある

学校です。当校の先輩や後輩には東大卒。東

北大卒。早稲田・慶応。芸大卒など一流大学卒
がたくさんおり、実業家。医者・教育家。画家・

音楽家・落語家・イラストレーター。芸能人な

どなど多種多彩で数え上げればきりがありま

せん。この人たちはみんな同窓生なのです。街

で会っても「やあ、本庄高校の先輩ですか」
「やあ、本庄高校の後輩か」と、親しく声を掛

け合いたいもので抗

先日支部長会を開催いたしました。先輩方

の出席率は良かったのですが、若い人たちの

代表の出席率は芳しくなく、近年の卒業生の

母校愛は薄いなと感じました。恩師に対する感

謝。友人に対する感謝。もっと強く持ちたいも

ので抗
「感謝の気持ちを行動に結び付けましょう」
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平成30年 1月 20日 (土)

新年懇親会のゃ案内
会場 五 州 園 本庄駅北日から徒歩15分 T BL0495-22-5225

支部長会議  116:00～   ■ ‐ ‐

新年懇親会  17:00～ (会費6,ooo円)
新年懇親会参加は( 12月ZO日(水)まで'こ TEL 070-1370-2257
またはHP h“pi//WWWih6nkoidosokat」p/までどうぞ。
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同
窓
会
で
は
、
母
校
創
立
九
十
五
周
年
に
あ
た
り
、
成
績
優
秀
で
か
つ
向
学
心
が
あ
り

な
が
ら
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
母
校
生
徒
の
支
援
に
、
ま
た
個
性
を
伸
ば
し
世

界
に
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
か
ね
て
懸
案
事
項
で
あ

っ
た

「埼
玉
縣
立
本
庄

高
等
学
校
同
窓
会
奨
学
金
制
度
」
を
こ
の
ほ
ど
創
設
し
ま
し
た
。

奨
学
金
は
給
付
型

で
、
基
金

の
原
資
は
、

こ
れ
ま

で
の
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し
た

一
千
万
円
。
給
付
額
は

一
人
年
間
十
万
円
。　
一
年
度
十
人
で
年
間
百
万
円
の
奨
学
金
の
給

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た

っ
て
の
制
度
の
継
続
に
は
奨
学
金
財
源
の
確
保

が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

先
輩
が
、
頑
張
る
後
輩
を

応
援
す
る
制
度
に
ご
協
力
を

制
度
の
創
設
に
あ
た
り
、
同

窓
会
で
は
奨
学
金
制
度
に
関
す

る
規
程
を
制
定
し
ま
し
た
。

規
程
で
は
、
奨
学
金
の
種
類

は
修
学
奨
学
金
と
タ
ー
ム
留
学

な
ど
で
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材

を
育
成
す
る
留

学
奨
学
金
の
２

種
類
で
、
給
付

額
は

一
人
十
万

円
。
年
度
内
の

給
付
総
額
は
百

万
円
を
限
度
と

し
て
い
ま
す
。

奨
学
金
は
応

募

状

況

に

よ

り
、
奨
学
生
に

複
数
年
の
給
付

も
、
ま
た
、
他

の
奨
学
金
制
度

と
の
併
用
も
認

め
て
い
ま
す
。

奨
学
金
の
給

付
を
希
望
す
る

生
徒
は
、
奨
学

金
申
請
書
そ
の

他
の
必
要
書
類

を
添
え

て
同
窓
会
長

に
提
出

し
、
選
考
委
員
会

（同
窓
会
か

ら
会
長
ほ
か
４
名
、
学
校
側
か

ら
校
長
以
下
４
名
、
学
識
経
験

者
４
名
）
に
よ
る
審
査
を
経
て

決
定
さ
れ
、
生
徒
に
通
知
さ
れ

ま
す
。

奨
学
金
は
給
付
型
で
貸
与
型

と
違
い
、
特
に
返
済
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
度
の
維
持

ま
た
次
に
続
く
後
輩

の
た
め
、

卒
業
後
の
将
来
、
給
付
を
受
け

た
奨
学
金
と
同
程
度
の
額
を
同

窓
会
奨
学
金
制
度
口
座
に
寄
付

す
る
努
力
義
務
規
定
を
設
け
て

い
ま
す

（た
だ
し
、
奨
学
生
が

死
亡
、
傷
病
そ
の
他
特
別
の
理

由
に
よ
り
寄
付
努
力
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き

は
免
除
）
。

社
会
的
評
価
と
同
時
に

多
く
の
財
源
が
必
要
に

奨
学
金
制
度
は
発
足
し
ま
し

た
が
、
本
高
の
先
輩
が
後
輩
の

活
躍
を
支
援
す
る
と
い
う
同
窓

会
活
動
は
、
社
会
的
に
高
く
評

価
さ
れ
る
と
同
時
に
多
く
の
財

源
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
窓
生
の
皆
様
に

は
様
々
な
形
で
の
ご
寄
付
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
５
年
後
に
は
母
校
創
立
百
周

年
を
迎
え
、
３
年
後
に
は
そ
の

募
金
活
動
も
始
ま
り
ま
す
が
、

奨
学
金
基
金
募
集
の
お
願
い
の

際
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内野歯科医院
同窓会顧問 内 野 昭 八 郎 備 4回卒)

〒 367-0017 本 庄市傍示堂518

TEL 0495-22-2817

春 山限科 医院
饉謎鏡 春 山 茂 之 頃7回卒)

〒367-0042 本 庄市けや木1-5-5

TEL 0495-21-2160

外科 ・消化器内科 ・肛門外科
経鼻内視鏡 ・大腸内視鏡

同窓会顧間 関 根  貢 備 5回卒)

〒 367由0021 本 庄市東台4-8-25

T E L  0 4 9 5 - 2 2 - 3 5 9 6

富沢 峰 雄 備 18回卒

院

＞

内科 ・小児科 ・消化器科

〒367-0053 本 庄市中央1-1-3

TEL 0495-22-2270

由里日
沢
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活躍 する同窓生

第 3回 コンバットレスリング世界選手権大会を開催
在籍当時の本庄高校は、私服での

登校が許されていたことが象徴して

いたように、まさに自由闊達。そこ

で自己責任 という意識が強 く養われ

たと思います。

大学卒業後は就職し、編集者とし

てキャリアを積みました。得意分野

は 「キャラクター」で、当時は日本

でいちばんキャラクター案件を手が

けていた編集者だったかもしれませ

ん。その後、異動を機にフリーにな

りました。

昌さん

フィール

高 40回 卒。本庄市生まれ。

編集者。日本大学芸術学部文芸卒

業後、ソニーミュージックグルー

プの出版会社に就職。アイフルの

CFに 出演 していたチワワ 「くぅ
～ちゃん」の写真集などを手がけ

る。アニメ 『ぜんまいざむらい』

初代プロデューサーも務める。

(一社)日 本コンバットレスリング

協会代表理事、(公財)日 本レスリ

ング協会スポーッ環境委員。

2016年 コンバットレスリング
アジア選手権の様子

ともあり、卒業後もほそばそと格闘

技に携わ り、2000年 にサンボパン

アメリカン選手権で優勝しました。

縁 あって 自身 も出場 していた

(1997年 全日本コンバットレスリン

グオープン選手権準優勝)コ ンバッ

トレスリングの運営に携わることに

なり、2016年 に 「本庄市初の国際
スポーツ大会」である 「アジアコン

バ ットレスリング選手権」に続き

2017年 には 「世界選手権」(10月
21～ 22日  会 場 :本庄総合公園体

育館 「シルクドーム」)を 開催 した

次第です。

両大会では実行委員長を務めたの

ですが、同窓会の諸先輩方には絶え

ず気にかけていただき、本当に感謝

しております。同窓会のご協力なし

での大会成功は考えられませんでし

た。

今後は、本庄でのレスリング普及

と、本庄高校からの日本代表輩出を

目標に活動したいと考えています。

騨
如 高校では柔道部に所属していたこ

ト

ラ

ン
プ

ス
統
館
と

露
甚
サ
カ
寵
嬢

ふ雰
碧
字

登ヽ
吾

『トランプ大統領とアメリカ議会』を出版

プロフィール

再 31回 卒。深谷市生まれ。

大阪大学博士 (国際公共政

策)。米ワシントン州立大

学修士 (政治学)。米上院

予算委員会補佐官 (国家公

務員)、(独)経 済産業研究

所研究員、跡見学園女子大

学准教授、財務省 ・財政待J

度等審議会委員、文部科学

省 ・科学技術学術審議会委

員、衆議院議員など経て、

現職 (早稲田大学 社 会科

学総合学術院 社 会科学

部教授)。

1996年 ア トランタ ・オリ

ンピック聖火ランナー。

(日本評論社)

今年は 『トランプ大統領 とアメリカ

議会』(日本評論社)を 上梓いたしまし

た。アメリカは日本にとって身近な国
ですが、立法府がもつ強大な権限やそ

の仕組みについては理解が進んでいま

せん。今後のアメリカを占う上で必須
の知識を、できるだけ分かりやす く盛

り込みました。14年 間の在米期間のう

ち 10年 はアメリカ議会で国家予算編

成をしていましたので、その経験 も反

高校時代の思い出は数限りな
いですが、特に図書部の部長 と

して図書新聞を編集したり、印

刷所を往ったり来たりしたこと

は鮮明な記憶 として残っていま

す。その頃は書評を書 くことが

多かったですが、いつの間にか

本を書 くほうにまわっている昨

今です。

映させるようにいたしました。ぜひお

手に取っていただければ幸いです。

現在は早稲田大学の教授 として、週

6つ の政治学系の授業を英語で講義し

ています。そのほか研究や会議、入試

作業の合間を縫って、新聞 ・雑誌の取

材や TV出 演にも応じることがありま

すので、同窓生の皆さまにもしお見か

けいただけたら嬉しい限りです。

TV、 雑誌で大活躍中

早稲田大学教授 中 林 美 恵 子 さん僑 31回卒)

「トランプ大統領とアメリカ議会」
日時 :平成30年 1月 20日 (土)午 後2時 (定員200名 )
会場 :本庄市 「はにぽんプラ現  (本庄市銀座1丁目]番]号)
主催 :埼玉縣立本庄高等寧校周窓会
共催 :埼玉縣立本庄高等寧校同窓会 高 31回卒―同
☆参加ご希望の方は12月20日 (水)までにTEL070… 1370-2257
またはHP http:〃WWW hOnko― dosokaijp/ま で

鮨 み さ ご
多11藤  ヌ字貝J(高 16回卒)

〒 367-0053 本 庄市中央2-8-31

電話は、みさごイチノヾン

TEL 0495-22-3351
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４

月１０
日

（月
）
桜
花
爛
漫
の
中
、

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
３
２
８
名

の
入
学
が

許
可
さ
れ
、
全
国
制
は
９
８
７

名

の
生
徒

で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

工父
霊
式
幹

で
は
、
欠

の
三
占
い

連峯雲にかず|やくところ

入学式

６

月２
日

（金
）
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者

。
家
族

の
方
々
約
７
０
０
人
が
見
守
る

中
、
「チ
ア
コ
ン
」
（ブ

ロ
ッ
ク

対
抗
ダ

ン
ス
）
と
最
後
の
種
目

「ブ

ロ
ッ
ク
対
抗
リ
レ
ー
」
で

雰
囲
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し

た
。
初
夏
の

一
日
、
本
高
生
の

パ
ワ
ー
が
爆
発
し
ま
し
た
。

‐３
日

（火
）
進
路
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

本
校
卒
業
生

（高
２４
回
卒
）
で

埼
玉
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

で
あ
る
根
岸
茂
文
先
生
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ

し
て
働
く

こ
と

の
素
晴
ら
し

さ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
言

葉
の

一
つ
一
つ
が
生
徒

一
人

一

人
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

７

月２。
日

（木
）
１
学
期
終
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
講
話

で
は
、
今
年
度
か
ら
変
更
し
た

目
指
す
学
校
像

「活
力
あ
る
進

学
校
～
個
性
を
伸
ば
し
、
世
界

に
は
ば
た
く
人
材
を
育
成
す
る

～

一に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 体育祭

８

月２
日
～
４
日
、
生
徒
２
名
（３

年
女
子
）
が
、
宮
城
県
石
巻
市

の
石
巻
専
修
大
学
で
行
わ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自

然
科
学
部
門
に
参
加
し
ま
し
た
。

研
究
発
表
テ
ー

マ
は
、
「
オ

カ
ダ

ン
ゴ
ム
シ
の
交
替
性
転
向

反
応
の
メ
カ
エ
ズ
ム
及
び
記
憶

の
解
明
」
で
す
。
大
学
の
先
生

（審
査
員
）
か
ら
も

「素
晴
ら

し
い
」
と
高
く
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

７
日

（月
）
～
８
日

（火
）

で
埼
玉
県
公
立
高
校
テ
エ
ス
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
庄
高

校
は
、
団
体
４
位
で
県
代
表
と

な
り
、
８
月
１２
日
～
１３
日
に
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

２５
日

（金
）
埼
玉
県
高
校

マ

ー
チ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
吹
奏
楽
部
が
Ｂ
ク
ラ
ス
部

門
で
金
賞
を
獲
得
し
、
１０
月
１

日
に
高
崎
で
開
催
さ
れ
る
西
関

東
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。

９

月１
日

（金
）
２
学
期
始
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
校
長
先

生
は

「グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代

に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ァ
メ
リ
カ
と
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
男
女
各
１
名
の
留
学
生

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
紹
介

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
本
庄

高
校
で
大
い
に
学
び
、
充
実
し

た

一
年
間
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

女
子
硬
式
テ
エ
ス
部
と
吹
奏

楽
部

に
対
し
て
同
窓
会
か
ら

「激
励
費
」
を
頂
戴
し
、
校
長

先
生
か
ら
伝
達
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。
９
日

（土
）
第
６８
回
柏
樹
祭

（文
化

の
部
）
が
行
わ
れ
ま
し第68回 柏樹祭

一　

９
月
の
進
路
重
か
ら

９
月
１
日
の
指
定
校
公
開
に

始
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
説
明

会
、
面
接

・
小
論
文
指
導
説
明

会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

進
学
先
を
決
定
す
る
割
合
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、　
一
般
入
試
以
外
で

進
学
先
を
決
め
た
生
徒
が
、
過

半
数
を
超
え
ま
し
た
。
大
学
入

試
改
革
の
中
で
、
国
公
立
大
学

が
公
募
推
薦
入
試
の
定
員
枠
を

拡
大
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
今
後

も
こ
の
傾
向
は
続
く
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
３
年
生
も
公
募
推

た
。
学
年
の
枠
を
超
え
、
高
校

生
活
で
最
高
の
思
い
出
を
作

っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、

今
年
の
テ
ー
マ
は

「繋
が
る
」
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「結
ば
れ
　
始

ま
る
　
恋
物
語
　
～
ト
キ
め
い

ち
ゃ
い
な
よ
　
柏
樹
祭
～
」
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
生

徒
が
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
や
発

表
で
、
学
校
全
体
が
大
き
な
青

春
の
輝
き
を
放

っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
展
示

・
実
験

。
発
表

。

演
奏
な
ど
に
加
え
、
卒
業
生
を

講
師
に
図
書
委
員
会
に
よ
る
講

演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ

ー
」
は
、
同
窓
会
の
協
力
を
得

て
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

本
校
定
時
制
は
、
本
庄

。
深

谷
地
域
に
お
け
る
唯

一
の
夜
間

定
時
制
高
校

で
す
。
現
在
は
、

１０
代
か
ら
６０
代
ま
で
幅
広
い
年

代

の
９２
名

の
生
徒
が
在
籍
し
、

県
内
で
も
規
模
の
大
き
な
学
校

で
す
。

生
徒
の
約
６
割
以
上
が
正
社

員
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
何
ら
か

の
形
態
で
就
労
し
て
い
ま
す
。

昼
間
働
き
な
が
ら
夜
勉
強
す
る

生
活
は
大
変
で
す
が
、
生
徒
た

ち
は
卒
業
と

い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、
お
互
い
に
励
ま
し
合

い
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
に
と
っ
て
仲
間
と
過
ご
す

学
校
生
活
は
、
楽
し
み
で
も
あ

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
７
割
以

上
の
生
徒
が

「定
時
制
の
学
校

生
活
は
楽
し
い
」
「相
談
で
き

る
友
人
が
校
内
に
い
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路
は
、
昨
年
度

‐７
名
の
卒
業
生
の
う
ち
、
進
学

が
５
名
、
正
社
員
が
４
名
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
が
７
名
で
す
。

定
時
制
で
は
、
ゴ

人

一
人

を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

習
熟
度
別
授
業
や
資
格
取
得
に

向
け
た
指
導
、
日
本
語
が
難
し

い
生
徒

へ
の
日
本
語
指
導
、
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る
個
別
支

援
な
ど
、
外
部
の
力
も
借
り
な

が
ら
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ

て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
定
時
制

ヘ

の
ご
支
援

。
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
上
級
学
校
に
進
学
す
る
た

め
の
出
願
書
類
を
期
限
内
に
提

出
で
き
な
か
っ
た
り
、
記
載
ミ

ス
が
あ

っ
た
り
す
る
こ
と
を
想

像
す
る
と
…
…
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
指
定
校

推
薦
入
試
、
公
募
制
推
薦
入
試
、

そ
し
て
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

Ａ
Ｏ
入
試
の
受
験
者
を
合
わ
せ

生
徒
が
、
受
験
す
る
時
か
ら
大

学
入
試
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
っ
て
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〈以
下
、

新
テ
ス
ト
〉
の
実
施
で
す
。
昨

年
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の

新
テ
ス
ト
の
出
題
内
容
は
、
思

考
力

・
判
断
力

・
表
現
力
等
に

関
す
る
判
定
機
能
を
重
視
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
全
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を
話
さ
れ
ま
し
た
。

１
　
健
康
で
あ
れ
。
丈
夫
な
体

と
強
い
意
志
が
全
て
の
基
本

で
あ
る
。

２
　
た
っ
た
ひ
と
り
し
か
い
な

い
自
分
を
、
た
っ
た

一
度
し

か
な
い
人
生
を
、
ほ
ん
と
う

に
生
か
さ
な
か
っ
た
ら
、
人

間
、
生
ま
れ
て
き
た
か
い
が

な
い
で
は
な
い
か
。

（山
本
有
三
の
名
言
よ
り
）

３
　
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を

持
ち
、
継
続
し
て
努
力
す
る

フ
」
Ｌ
こ
。

次
に
、
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
青
少
年
交
換
プ

ロ
グ
ラ
ム
で

ァ
メ
リ
カ
と
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
留
学

す
る
生
徒
２
名

（２
年
女
子
）

の
紹
介
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

２８
日
～
８
月
７
日
ま
で
、
１５

名
の
生
徒
が
姉
妹
校
で
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン

の
公
立
中
高

一
貫
校
エ
ッ
セ
ン

ド
ン

・
キ
ー
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
宿
泊

し
な
が
ら
、
語
学
研
修
や
国
際

交
流
な
ど
の
研
修
を
行
い
ま
し

払に
。

第

一
回
指
定
校

・
公
募
推
薦

等
の
志
望
者
選
考
会
議
で
は
、

８４
名
が
指
定
校
推
薦
を
、
４５
名

が
公
募
推
薦
で
受
験
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た

（四
年
制
大

学

・
短
期
大
学

・
専
門
学
校
の

総
計
）。
良
い
結
果
が
出
る
よ

う
に
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
大
学
を
受
験
す

る
生
徒
た
ち
の
中
で
、　
一
般
入

試
で
は
な
く
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
指

定
校
推
薦
入
試
、
公
募
制
推
薦

入
試
な
ど
を
受
験
し
、
早
々
と

薦
入
試
受
験
者
が
増
え
て
い
ま

す
。本

庄
高
校
で
進
路
指
導
に
携

わ
っ
て
３
年
目
で
す
が
、
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
年
々

大
き
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

気
に
な
る

一
つ
は
、
提
出
物
の

提
出
期
限
を
守
る
こ
と
が
で
き

な
い
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
も
う

一
つ
は
、
提
出
す

る
書
類
等
の
記
載
ミ
ス
が
非
常

に
多
い
こ
と
で
す
。
模
擬
試
験

の
受
験
申
込
等
で
あ
る
な
ら
ば
、

校
長
　
森

一
夫

９
月
２
日
に
、
半
年
遅
れ
の

卒
業
式
を
応
接
室
で
行
い
ま
し

た
。
３
年
次
の
途
中
で
バ
レ
エ

の
勉
強
の
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
校
に
留
学
し
て
い
た
生

徒
が
帰
国
し
、
ご
両
親
に
も
臨

席
し
て
い
た
だ
き
卒
業
証
書
を

授
与
い
た
し
ま
し
た
。

彼
女
は
バ
レ
エ
の
プ
ロ
を
目

指
し
て
、
９
月
半
ば
に
は
勉
強

の
た
め
再
び
海
外

へ
出
発
す
る

と
言

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
私

は
、
自
分
の
夢
の
実
現
に
向
け

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
に

頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
現
在
の
世
界
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ

オ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
新
興
国

を
合
め
た
全
世
界
で
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報

・
知
識
が
共
有

さ
れ
る
社
会
に
変
容
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
新
興
国
の
経
済
発
展

に
よ
り
世
界
を
旅
す
る
人
も
増

え
、
国
連
世
界
観
光
機
関
に
よ

る
と
世
界
の
海
外
旅
行
者
数
は

２
０
１
５
年
に
約
１２
億
人
に
達

し
ま
し
た
。
日
本
で
も
訪
日
外

国
人
数
は
昨
年
２
千
万
人
を
超

え
、
政
府
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年

の
訪
日
外
国
人
数

の
目
標
を

４
千
万
人
に
上
方
修
正
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報

だ
け
で
は
な
く
人
間
も
従
来
に

増
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
に
行
き
来

す
る
時
代
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
こ
れ
か
ら
の
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
は
、
Ａ
Ｉ
等
の

発
達
に
よ
り
、
今
あ
る
仕
事
の

消
滅
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

造
等
、
変
化
が
激
し
く
か
つ
速

い
と
予
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
加

え
て
日
本
で
は
、
人
口
減
少
と

更
な
る
高
齢
化
に
伴
い
、
労
働

人
口
の
減
少
が
加
速
化
し
ま
す

が
、
そ
の
対
策
と
し
て
外
国
人

居
住
者
増
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

従
来
の
よ
う
に
、　
一
部
の
人
だ

け
が
外
国
人
と
接
す
る
時
は
終

わ
り
、
多
く
の
日
本
人
が
グ

ロ

ー
バ
ル
社
会
と
接
点
を
持

つ
時

代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

『活
力
あ
る
進
学
校
』

私
は
、
本
庄
高
校
の
目
指
す

学
校
像
を
『活
力
あ
る
進
学
校
』

と
し
、
そ
の
副
題
に
、
～
個
性

を
伸
ば
し
、
世
界
に
は
ば
た
く

人
材
を
育
成
す
る
～
と
い
た
し

ま
し
た
。
変
化
が
激
し
く
速
い

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生
き
て
い

く
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か

ら
の
若
者
に
は
ト
ラ
イ
す
る
メ

ン
タ
リ
テ
イ
ー
が
不
可
欠
な
資

質
で
す
。

本
校
の
校
長
と
し
て
夏
季
休

業
中
の
７
月
末
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
り
ま

す
エ
ッ
セ
ン
ド
ン
・
キ
ー
ロ
ー

カ
レ
ッ
ジ

（公
立
の
高
校
）
に

て
姉
妹
校
締
結
セ
レ
モ
ニ
ー
に

出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
高
校
と
の
タ
ー
ム
留
学

（３

か
月
以
内
の
留
学
）
制
度
も
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

生
徒
が
高
校
時
代
に
留
学
を
経

験
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持

つ
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
文
部
科
学
省
の
留
学
支

援
対
象
に
指
定

（単
年
度
指
定

事
業
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
庄
高
校
の
生
徒
に
ど
ん
な

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
の

か
。
私
は
本
校
生
徒
が
グ

ロ
ー

バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
資
質

の
基
礎
を
育
成
す
る
教
育
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

る
と
過
半
数
に
な
り
ま
す
。
全

員
が
合
格
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
合

格
し
た
後
、　
一
般
受
験
を
控
え

る
同
学
年
の
仲
間
た
ち
を
応
援

す
る
体
制
を
取
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
進
路
指

導
部
は
学
年
団
と
協
力
し
て
、

そ
う
し
た
体
制
を
作
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
一　
来
年
度

来
年
４
月
に
入
学
し
て
く
る

積
態
を
マ
ー
ク
シ
ー
ト
カ
試
て

実
施
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
試
験

と
異
な
り
、
「国
語
」
と

「数
学
」

で
は
記
述
式
問
題
を

一
部
採
用

す
る
こ
と
に
な
ヶ
ま
し
た
。

ま
た
、
「英
語
」
に
つ
い
て
は
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し

た
民
間
の
検
定
試
験

（認
定
試

験
）
を
段
階
的
に
活
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
４

年
度
か
ら
は
、
「英
語
」
の
試

験
は
な
く
な
り
、
認
定
試
験
の

み
の
実
施
と
な
る
よ
う
で
す
。

過去 5年 間の進路推移

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

現役 浪人 現役 浪人 現役 浪人 現役 浪人 現役 浪人

国公立4年制大学 3 5 1 1 3 1

私立4年 制大学 175 200

国公立短期大学 0 0 1 0

私立短期大学 2 2 1 0 14 1 9 2 2 0

専修 ・専門学校 1 5 7 0

公務員 ・就職 6 l 0 8 I 6 1

卒業者数
(浪人は決定者)

323 322 1 1

4年制大学進学者 209 208

4年制大学進学率 59.1% 60.3% 65.9% 67.1% 68.4%

浪人他

浪人率 7.7% 10.1% 8.2% 9.3% 7.6%
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全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門
生
物
分
野

六
埼
玉
県
代
表
）

３
年
１
組

稲
村
　
莉
英

私
は
、
今
年
の
８
月
に
宮
城

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
で
、
自
然
科
学

部
門
生
物
分
野
の
埼
玉
県
代
表

と
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ｉ
　
一　
，

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

と
は
、
運
動
部
の
イ
ン
タ
ー

ハ

イ
の
よ
う
な
も
の
で
全
国
か
ら

各
県
の
代
表
が
集
ま
ヶ
ま
す
。

自
然
科
学
部
門
以
外
に
も
、
演

劇
部
門
、
吹
奏
楽
部
門
、
書
道

部
門
な
ど
、
全
２３
部
門
が
各
会

場
で
展
示
や
発
表
を
行
い
ま
し

，子に。自
然
科
学
部
門
に
は
４
つ
の

分
野
が
あ
り
、
生
物
分
野
の
本

庄
高
校
の
ほ
か
、
物
理
部
門

・

川
越
高
校
、
化
学
部
門

。
大
宮

高
校
、
地
学
部
門

・
浦
和
高
校

が
埼
玉
県
代
表
と
し
て
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。

研
究
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

な

っ
た
の
は
、
担
任
の
先
生
に

「何
か
の
研
究
を
し
て
み
な
い

か
」
と
言
わ
れ
、
私
自
身
、
も

と
も
と
生
き
物
が
好
き
だ
と
い

う
こ
と
も
あ
り

「夏
休
み
の
自

由
研
究
」
と
し
て
や

っ
て
み
よ

う
と
、
軽
い
気
持
ち
で
始
め
ま

し
た
。

最
初
に
、
研
究
テ
ー
マ
で
生

物
の
先
生
に
相
談
に
行

っ
た
と

き
、
先
生
が
昔
発
見
し
た
、
オ

カ
ダ

ン
ゴ
ム
シ
の
性
質
と
交
替

性
転
向
反
応
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
本

当
に
そ
の
よ
う
な
性
質
が
あ
る

の
か
、
な
ぜ
オ
カ
ダ

ン
ゴ
ム
シ

は
こ
ん
な
反
応
を
示
す
の
か
、

と
疑
間
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
オ
カ
ダ

ン
ゴ
ム
シ
の
情
報

を
集
め
、
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

高
校
２
年
の
夏
に
研
究
を
始

め
、
夏
休
み
は
研
究
に
没
頭
し

て
い
ま
し
た
。
実
験
が
終
わ

っ

て
す
ぐ
に
ま
と
め
に
取
り
掛
か

り
、
科
学
展
に
出
す
準
備
を
し

ま
し
た
。

科
学
展
地
区
展
覧
会
で
は
優

秀
賞
を
い
た
だ
き
、
中
央
展
覧

会
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
合
文
化
祭

へ
の
出

「オ
カ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
交
替
制
転
向
反
応
の

メ
カ
エ
ズ
ム
及
び
記
憶
の
解
明
」

鹸

小
林
哲
也
さ
ん

（高
３。
回

卒
）
が
埼
玉
県
議
会
平
成
２９

年
２
月
定
例
会

（平
成
２９
年

３
月
２７
日
）
に
お
い
て
、
第

‐２０
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
熊
谷
市
出
身
。

こ
れ
ま
で
平
成
１５
年
、
１９
年
、

２３
年
、
２７
年
と
埼
玉
県
議
会

議
員
当
選
４
回
。

【現
在
の
役
職
】

＊
自
由
民
主
党
熊
谷
支
部
長

＊
埼
玉
県
議
会
ラ
グ
ビ
ー
振

興
議
員
連
盟
会
長

＊
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
／
ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド

カ

ッ
プ

２
０
１
９
埼
玉
県
推
進
委

員
会
副
会
長

＊
埼
玉
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
副
会
長

＊
保
護
司

発表と質疑応答

場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
出

場
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
発
表
原

稿
の
作
成
を
し
、
発
表
練
習
を

し
ま
し
た
。

発
表
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
初

日
に

「オ
カ
ダ

ン
ゴ
ム
シ
の
交

替
性
転
向
反
応
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

及
び
記
憶
の
解
明
」
と
題
し
た

研
究
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
準
備
し
、
何
度
も

練
習
し
た
発
表
と
質
疑
応
答
は

堂
々
と
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。富
魯
出

他
校
の
チ
ー
ム
の
発
表
も
と

て
も
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

文
化
祭
２
日
に
は
、
巡
回
研
修

が
あ
り
、
私
は
東
北
大
学
の
理

工
学
部
の
研
究
室
を
見
学
し
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
記
念
講
演

が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
出
し
た
津
波
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
立

体
的
な
画
像
で
最
新
の
技
術
の

高
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
津
波

発表会場前で

稲村さん (左)と 山崎さん (右)

【お
詫
び
と
訂
正
】

柏
陵
会
員
名
簿

「創
立
九
十
五
周
年
版
」
Ｐ
‐２４

（正
）
高
４
　
飯
塚

次
郎

〒
３３‐
１０８２

さ
い
た
ま
市
北
区

奈
良
町
３３
‐
‐０

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。こ

の
総
合
文
化
祭
で
賞
を
取

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
国
大
会
と
い
う
大
き
な

舞
台
で
発
表
で
き
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

映画 「J A Z ZttM E N」 に続く第 2弾 11

本庄拠点地域(本庄市・美里町・神||1町・上里阿)オールロケ作品

■鶴阜籍里冒「た つ た
一
度 の 歌 」i

監彗 ・脚本 :富武 由 衣 (「JAZZttMEN」 監督)
出演 :高橋利也 岡 田港3軍 ∪ EBO

清水章吾 (特別出演)′」ヽ林綾子ほか

製作 :映画 「たった一度の歌」製作委員会

2018年 1月 「クラウドファンディング」(開始予定)

○
βl盤ギ WL■J拶卜簿辞

拳齢 翻勝 醒ン

窪察システム開発、通億システム開発 ・機証

代表取締役 会長 狩 野 輝 昭 (高18圏卒)

2015年購入麗鯨tこよる評f調日本一 !

〒367-0044 精 盤県本盛市長福三T目 11番10号

TほL:0495-22-0001 FAX10495-24-3380

クリニック糠電子カルチ
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ンンンンンン広がる本高同窓会の輪ンンンンンン
高51回卒  「感謝の集い」 今年 1月2日 (月)高 51回 卒 (平成 11年 3月卒業)の

2回 目となる同窓会～感謝の集い～を埼玉グランドホテル

本庄にて開催いたしました。

当日は、 77名 の仲間が集い、思い出を語り合い、大

いに盛り上がりました。また、前回の幹事の仲間から、

今回運営を手伝ってくれた仲間から温かいお力添えをい

ただきましたことに感謝の思いでいっぱ

いで坑

次回の開催は未定ですが、必ずやり

ま曳 そして、またみんなに会えるのを

心から楽しみにしています。

◆連絡先/

猪野塚 伊彦  080-1026-9997

◆Facebook/

httpsi〃www.facebook.com/

本庄高等学校の
キャラクター
「ほんたん」

yoshihiko。 lnozuka

代表幹事 猪 野塚 伊 彦

母校図書館

夜間ボランティア当番募集
同窓会では、PTAと 連

携して母校の図書館夜間

当番ボランティアを実施し

ています。

この夜間当番ボランティ

アは、母校の 「活力ある進

学校」を支援しようと2015年 9月からPTAと 同窓会の

ボランティア活動で始められたもので、午後5時から8時

まで図書館内で当番管理をし、生徒の「見守り」を行って
いま丸 見守りは下人体制で、当番は月に1回。ただいまこ

のボランティア当番を募集していま丸

ご協力いただける方は、TEL070-1370-2257ま た

は E―mail:hakuryo@honko―dosOkaijpまでご連絡を

お願いしま抗

長 沼 設 備 工 業 株 式 会 社

長沼 章 (高25回つ  長 沼 豊 (高31回つ

中嶋祥光 (高41回卒)長 沼 克 (高56回つ

〒 367-0047  本 庄市前原 2-3-18
TEL 0495-24-2434

明日甥物緒孝 、地域社会,こ貢献う済ォ

④永井運輸株式会社
代表取締役 永 井 保 之 偏 27回卒)

〒367-0107 埼玉県児玉郡美里町北十条400-1
TEL 0495-76-1821(イ代表)FA X 0495-76-1823

∞

岡窓会プラン

本高卒業生腺定るン
6″000円 鶴。～

【ビユツフエ叉は_ョrネ 料理8品 十基本フリ
ードリンク+ワイン〕※10名様以上

高39回卒 高 橋大介(埼玉グランドホテル本産総支配人)

ピ夏伍品翻
株式会社サラト

日本  社
兵庫県姫路市北条目の町 172
〒 670-0948
TEL:079-284-]380

■東京支社

東京都台東区台東4-i8-7
シモジンビル5F
〒 ]10-0016
TELi03-3832-638]

四神思想の墓、耐震施工
仏石、墓地工事、石塀、建築石張、石材販売

@補 不石材
代表 柿木 左 近 偏 16回卒)
〒 366-0001深 谷市中瀬 682-1
TEL 048-587-4114
048-587-411
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同窓会の基礎財源は終身会費 (1万 円)で す。この会

費は、同窓会の運営のほか現役生徒のクラブ活動や学業

支援に活用されています。

同封の振込用紙でゆうちょ銀行窓口でのお振 り込みを

お願いします。

加入者名 埼 玉県立本庄高等学校同窓会

回座番号 00140-6-694351(ゆ うちょ銀行)

●同窓会ホームページ

●メールアドレス

●Facebook

柏陵会 本 庄

hakuryo@honko―dosokあijp

柏陵会 (埼玉縣立本庄高等学校同窓会)
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平成 28年 度収支決算書
自平成28年4月1日 至 平成29年3月31日自平成28年4月1

収入の部 (単位 :円 )

支出の部 (単位 :円 )

14,005,215円-3,023,797円 =981,418円 (翌年度繰越し)
II定期預金 21,408,334円

III同窓会会計総額
I tt II=22,389,752円(平成29年3月31日現在)
IV平成29年3月31日現在 終 身会費納入者 6,290名

小暮隆史税理士事務所

税理士 J 1ヽ養妻 隆 !巽単高17回卒)

〒 366由0001 深 谷市中瀬 112

TEL 048-587-2416

F A X  0 4 8 - 5 8 7 - 2 2 5 4

■
Ｆ
Ｅ
ト 最早
・ゴムE「

岩本と口舗督開長1元1元il

河野と口舗端解員1元ユ孔,P

総合宴会場

《88》沖号ぬ
常務取締役 赤岩迪子

(高14回卒)

五洲園グループ
相談役 萩原達夫
(高22回 卒)

ご妻会ご予約専用ダイヤル

TEL40495は22‐5225
受付時間 AM10100～ PM6t00

〒367‐0021埼 重県本慶市東台4‐2‐5

GOSHUENグ ループ/アメイジンググレイス本庄、アメイジンググレイス前橋
五州園、五州園ケータリング事業部

科   目 予算額 決算額 比較増減額

入 △
パ 金 670,000 664,000 △ 6,000

終 身 会 費 1,200,000 1,170,000 △ 30,000

寄  付  金 10,000 255,507 245,507

広 告 掲 載 料 300,000 230,000 △ 70.000

繰  入  金 0

雑  収  入 19,512 19,244

繰  越  金 1,459,732 1,666,196 206,404

合   計 3,640,000 4,005,215 365,215

科   目 予算額 決算額 残 額

総 △
Ａ 費 100,000 23,302 76,698

組 織 編 成 費 150,000 98,171 51,829

会 報 発 行 費 2,000,000 1,877,381 122,619

記 念 品 費 306,000 268,800 37,200

母 校 助 成 金 356,360 356,360

議 費 53,554 53,554

後 援 費 175,240 175,240

事 務 雑 費 120,989 120,989

育 英 資 金 50,000 50,000

予 備 費 327,857 0 327,857

合  計 3,640,000 3,023,797 613,203


